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南寧平話字音記略

辻伸久

0. 背景：広西の諸言語

「広西平話j は，中華人民共和国・広西壮族自治区で話されている漢語

系の方言群であり，その使用人口は200万強と推定きれる。ここに言う「漢

語」は中国語における用語に由来するもので、漢民族の話す言語・方言の

総称，すなわち広義の中国語一般を指す。中国政府1982年の国勢調査（人

口普査）に拠ると，広西の人口36,420,960人の 7 ち漢民族が2,248万人強（62

%）を占めており，残り 1,393万人強（38%）が「少数民族」に分類きれて

いる。

本節以下では，主に李栄，熊正輝1987および、張均如1982の記述に拠り，

平話をとりまく言語環境を略述しておこう。なお，言語・方言の使用者推

定人口については，すべて李，熊1987に拠る。

0. 1 漢語方言（地図 1 参照）

広西における主要漢語方言は，平話に加えて「白話」と呼ばれる卑語方

言，客家語，西南官話（北方語）などが，第一（家庭・生活）言語として

話されている。また，現在の主要都市においては，社会・行政面の「普通

話」（標準中国語），及び経済・実務面の標準広東語が浸透している。

卑語は広西内最大の漢語であり，同自治区内使用者人口は約1,200万人で

ある。なお，中国全体の卑語使用人口は， 4, 021万人と推定されている。広

西卑語の大部分は，同自治区の南東部，広東省よりの地域に分布している。

すなわち，広東省西部の大河「西江」の上流は広西にはいり溝江と名を変
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えるが，その溝江流域，広東省境の主要都市梧州から桂平に至る百数キロ

メートルを東西の横幅として，南北に「勾漏片」とよばれる卑語下位方言

群が広い分布をなしている。その南に隣接し， トンキン湾（北部湾）より

の地域では，同じく下位方言群である「欽簾片j が話きれている。第三に，

薄江の上流邑江沿いの自治区首府である南寧，および，その更に上流で、「右

江」と「左江」分岐する両河川の流域では，「邑薄片」の方言群が散在して

いる。

客家語の使用者人口は， 350万人強。その分布特徴は，広域に連続した方

言地帯をもたず，華南各地に分散している点にあるが，広西もその例にも

れず，「新民話」「佳話J 「麻介話」等の名称で広く散在している。なお，客

家の人々の広西への移住は比較的後年であり，中国全体の客家の人口は，

4,500万人と推定きれている。

第三の西南官話は，使用者人口500万人強。自治区の北半部，湖南から貴

州，雲南の州境に至る地域で東西に広く話されているが，桂林とその南の

柳州を結ぶ一帯に分布の集中を見る。その他では，都市や町を結ぶ河川沿

いに方言地帯を形成しているが，その多くは地理的に孤立しており，広域

に連続した分布は見られない。

0. 2 少数民族言語

広西の非漢「少数j 民族1,393万人強のうち， 88.5%は l, 233万人を数え

る北タイ語系の壮族（チワンまたはチュワン，圏内総人口 13, 378, 162）で

あり，壮語諸方言を話している。壮族は， トンキン湾沿いの地域を除く広

西の西部で広範に居住し，同自治区人口の34% を占める。残り 162万人（同

自治区人口の 4 %）が文字どおりの少数諸民族であり，苗（ミャオ）およ

び苗系の布努や培（ヤオ）系の勉（ミエン），およびタイ系の伺（トン），

水（スイ），仏倍（ムーラオ），毛南（マオナン），などの諸民族が，それぞ

れの言語をもっ。これら諸民族の居住地は，全体として西南官話地区と同

じく広西北部にあるが，都市や町をさげた山地の小コミュニティとして散

在している。
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以上，多言語・多方言使用が普遍的な華南においては，民族別人口や漢

語方言別人口を言語・方言使用者数に当てはめるわけにはいかない。しか

し，その民族・方言グループの人口および地理分布は，広西平話の置かれ

た言語・社会・文化環境に関する何等かの参考となろう。

0. 3 平話（地図 2 参照）

広西の平話は，言語特徴の内部一致が見られない方言群と言われている。

以下に述べるように広西平話には，少なくとも歴史音韻面（漢字音の史的

音韻対応）から明らかに別系統と見られる，「南北J 二類の口語群が存在す

る。

0. 3.1 言語特徴による分類

平話と総称される口語群は，歴史音韻や語葉，文法などの特徴における

一定の共通項によって同定きれる言語・方言ではないようだ。もちろん，

漢語のいかなる方言群についても，その分類を判定する「必要にして十分

な」言語的条件を特定できるのは， もし不可能で、ないとすれば極めて稀で

ある。しかしながら，例えば平話に隣接して話されている卑語や客家語の

内部において，それぞれの諸方言を「卑語j または「客家語」と同定する

やや緩やかな分類基準は「研究作業上」存在している。ここに言う「一定

の共通項」とは，より緩やかな条件であるが，それぞれの諸方言聞に見ら

れる程度の共通性を指す。更に，その方言名称についても，自治区北部の

「平話」，融水や柳江地帯の「百姓話」，霊川や永福の「土話J，左江・右江

流域の「薦園話」など各地で異なっている。

しかしながら，どの地域の話し手も「平話J という総称は否定はしない

との報告があるので，歴史，社会または文化面で，各地話し手の間に何等

かの同類意識 (identity）が存在するものと考えられる。

o. 3. 2 平話の地理分布
広西平話は，交通要路沿いに集中して分布しており，南部平話（「南片J)
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と北部平話（「北片」）に大別されている。まず北部平話では，主に桂南（自

治区南部）の邑江沿いの邑寧，横県およびその北の平果，上林，馬山の各

県，南寧市郊外，左江・右江両河川沿いの幾つかの市町村などがある。ま

た，柳江沿いの柳江（町名），柳城，柳州市，およびその上流である融水域

の融安，融水（町名）、羅城では，地理的に桂北（自治区北部）に位置する

が，これら平話は南部型に属す。

北部平話は，桂江上流から北へ伸び、る南北の線を軸として，その東西に

別れた分布域をなしている。まず，東には霊Jll，桂林市郊外，臨桂，永福

を中心とした地帯であり，北の龍勝から南の鹿案，西の寿城から東の朔陽

と，北部の主体とも言うべき広がりをなしている。次に桂江の軸の西側で

は，源頭，鐘山，賀県，富川，樟木などが北部平話第二の地帯をなしてい

る。なお，具体的数字は不明だが，南部平話の使用者人口は，北部のそれ

よりもはるかに多い。

平話諸方言の共通点として李，熊1987は，中古全濁音声母と現在の無気

破裂・破擦音との対応、をあげているが，この字音特徴は卑語の「勾漏片」

方言群にもみられるものである。前述のごとく，平話は内部差の大きい方

言群であるが，とりわけ北部と南部との相違は顕著で、ある。南北それぞれ

の歴史音韻特徴は，

北部平話： ① 

② 

③ 

南部平話： ① 

② 

③ 

(4) 

以下のようにまとめられる。

古知組声母の一部が端組に合流している（すなわち，

破擦音ではなく，破裂音 t-, t’ーに対応）。

韻尾 -m, -n がなく，中古鼻音韻尾は消失するか日

尾一類に合流している。

声調は，陰平，陽平，上，陰去，陽去，入声，六類の

ものが多い。

古心母が無声側面摩擦音 [l］に対応する。

中古の韻尾に対応して，－m, -n, -u/-p, t, -k を保

存している。

声調が一般に 8 類あり，中古声母の「清濁」（無声・有

声）を条件として声調「陰陽J の区別を保持している。



1. 南寧平話の漢字音系

本稿で記述する平話の南寧市（北緯22.49度，東経108. 21度）は，広西壮

族自治区の首府であり，その人口は90.1万人強。岡市は，秦朝以来l, 600年

の歴史をもっ行政中心として，広西の歴史を通じ経済・政治のー中心をな

してきた。西江水系上流邑江の北岸に位置する岡市は，水路による交通の

利に恵まれてきた。すなわち，邑江の下流は，東へ，広西・広東境の要衝

である梧州をへて西江に合流し，広州をを含む珠江デルタ地区の卑語地域

につながる。一方，西江水系の上流は，東へ雲南にいたる右江，ヴ、ェトナ

ムにいたる左江に分岐する。

言語使用環境から見た南寧市は，中国における多言語・多方言使用地域

の典型と言えよう。すなわち，主要生活言語である壮（チュワン）族の壮

語，中国語卑語系の「白話J，および平話の三者が日常的に話きれており，

人口の大多数をしめる壮族の多くは，壮語および中国語方言を話す二重（多

重）言語使用者である。

筆者は，かつて辻伸久1980におけるデータの一部として，南寧平話漢字

音の極めて簡略な記録を提示した。しかし，その後再調査の機会にめぐま

れ，またデータの訂正も必要となったので，以下に，南寧平話漢字音を略

述する。なお，例として提示する漢字の意味については， 日本語における

一般的意味領域と異なる場合，および多義のため意味的特定を必要とする

場合のみに日本語訳を付加し，その以外では省略した。

1. 1 声母（音節頭音）

南寧平話の声母（音節頭子音）を下図に表示する。なお，無声有気音系

列の声母［ph, th, t~h, kh］における［h］は，有気音を表示する付加記

号として用いており，したがって，これら 4 声母は子音［h］を含む複合子

音ではなく，それぞれ単一の子音を表記する。
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南寧平話の声母

唇 3日~ 歯 3日~ 軟口蓋音 硬口蓋音

無
無気 p t k 

有気 ph th t~h kh 
声 摩擦 φ （pφ） 。 h 

有 鼻音 ロ1 n Ile 。

側面音
三戸五z

わたり 白（β） 1 

筆者の調査時には，低声調音節の破裂・破擦・摩擦音声母において，例

えば［t~hAn21］陳（姓）のごとし「ささやき音（murmur)J ［日］を音声
的に観察しかっ記録した。しかし，南寧平話の場合これら音声特徴は音韻

的機能をもたないので，自由異音とみなし以下の記述では省略する。

その他の音声特徴としては，両唇摩擦音［φ］が破擦音化することがある。

例えば： ［争u: 22］～［pφ 白： 22］「付J。また，唇わたり音［白］は，摩擦

音化した異音をもっ： [ii a: 24］～［βa: 24］「話」。各声母の例：

pa: 44 

phu: 52 

争u: 24 

ma: 24 

βu: t 2 

tコ： 52

thu: 44 

IlAl 21 

(6) 

θAm 52 

lu: 22 

t~a: 21 

t~ha:1 55 

~y: 55 

tAu 24 

把“つかむ”

舗“店”

舞

馬

活

~ プ

土

泥

路

茶

菜“料理”

樹

友

pa: D 52 智“助ける”

pha: 55 伯“おそれる”

φu :1 21 肥“ふとった”

mu: 1 44 妹

白an 21 温“（人を）探す，尋ねる”

ti：白 52 候（数量詞）

thA'i 52 梯“はしご”

nコ：D 21 農

。i:n 52 先

1心 24 耀“礼儀”

t~di:k 4 織”織る”

t~ha :p 4 挿

~a:n 21 林“ベッド”

比：D 21 羊



Ile Am 24 飲 Ile At 24 日“ひにち”

ka :u 52 江 ky: 21 恒“あの人”（第三人称単数

代名詞）

kh::>:u 44 孔 kha: k 4 確

ha: n 22 汗 hy: 55 去“行く”

。a: n 22 岸 。u: 24 五

1. 2 母音

南寧平話の母音は下表の如くだが，その記述は次の「韻母（介母，母音，

音節末尾音の組合わせ）」の項で，まとめておこなう。

狭

半狭

半広

広

南寧平話の母音

別 舌 中舌 j 奥舌

y: u: 

e i: （円唇）

e 

ε： 

ーーーーーーーー「－－－－－－－ーーーーーーーーーー

ーーーーーーー・ー－俳ーーーーーーー－ ＇トーーーーーーーーーーーーー・ドー“’ーーーーーーーーーー

。

: A :>: 

eε：； 

ー『申ーーーーーーーー－ r －ーーーーーーーーーー一ーー「 ーーーーーーーー

a: I 

なお、［ε：］と［i ：］の前には，［eε：］， [e1：］のように中舌のわたり音が現

れることがあるが，音韻的判別機能をもたない異音とみられる。各母音を

含む音節の例を以下に挙げる：

i: ki: 21 奇

~di :k 色

y: Ile y: 24 女

e ee 44 窮“書く”

ε： kε：k 44 脚

θi : t 4 雪“氷，雪”

t~di :u 44 蒸“（食物を）むす”

t~y: 22 住“すむ”

t~e 52 

t~E:tJ 21 
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8;3ε：D 52 星 thdε：k 賜“蹴る”

A ~Al 22 事 lAt 4 -“1” 

a: ha :1 52 開 ta:u 21 塘“池”

u: 争u: 55 昌 ~u: 1 44 水

。 kou 44 贋 kok 4 郭（姓）

コ： tコ：D 52 東 b:k 24 ---'---／、

1. 3 韻音（介母，母音，音節末尾音の組合せ）

南寧平話の音節末尾音は，典型的な卑語方言におけるように，鼻音の［m,

n, uJ と，それに調音点が対応する閉鎖音の［p, t, k］とがそろっている。

下図は，母音，介母（母音と声母の聞にたつわたり音），および音節末尾音

の組み合わせたる韻母をまとめたものである。

母音長・短（または緊・緩）の対立は部分的に存在するが，卑語一般の

それに比べると限られており，かつ体系性を欠く。すなわち，中舌広母音

では，長（緊）母音［a ：］と短（緩）母音［A］の対立が体系的であるもの

の，狭母音系の［i:], [u:], [y ：］では長母音しか現れない。また，半狭・

半広母音系では，前舌長母音の［ε：］が短母音［e］が対立を見せないのに

対し，奥舌の［コ：］は［o］と対立を示す。すなわち，［e］が関音節か音節

末尾わたり音［w］の前にしか現れないが，［ε：］は音節末尾音［k,uJ との

組み合わせに限定される。これにたいして［o，：）：］の音節内分布は，限定き

れているものの，両者ともに音節末尾音［k,uJ との組み合わせであらわれ

る。
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南寧平話の韻母
>

a: t a:k a: a: 1 a:u a ：口i a:p a:n a ：。

ua: ua: 1 u a:n u a: t u a ：：日 ii a: k 

Al AU Am AP All At AD Ak 

U Al UAn UAt 

e eu ε ： D ε ： k 

守 ε ： D 3ε ： k 

1 : 1: u 1: m 1: p 1: n i: t i: D i: k 

;:n: 守 i: t] d i: k 
v 

u: t u: u: 1 u:n 

y: 

OD ok 

:>:u コ： k

1. 4 声 調
南 寧 平 話 の 声 調

平 上 去 入

I III v vn 

Ir去"" 
52 44 55 4 

＼イ 寸 「
II N VI VJll 医

陽
21 24 22 24 2 

__J ／つ ~ 
声調は，平上去入および陰陽に分類される中古体系との対応が顕著で、あ

る。中古陽入声は，音声的に［ 2 J と上がり調の［24］に分かれる。しか

し，［24］調の分布は，有声の頭子音をもっ音節，すなわちわたり音［ii, l], 

鼻音［m,n,fle,D］または側面音［ 1 J を声母とする音節のみに限られる。し
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たがって，［2 J 調とは相補分布をなしているので，音韻的には一類の声調

とみなきれる。なお，入声に対応する閉鎖音尾音節声調の調値は，卑語な

どにおけるように，短めで、ある。したがって，入声の［24］は，陽上声に

対応する［24］よりピッチの上昇が急である。

2. 中古漢語音系との対応

本節では，韻書および韻図から抽出された，中古漢語の音韻範曙を枠組

みとして，南寧平話の漢字音に対照きせる。

2.1 声母

桂南平話諸方言一般におけるように，南寧平話漢字音の顕著な特徴は，

古全濁声母（有声の破裂・破擦頭子音）が声調の条件にかかわらず無気の

無声音に対応し，したがって元来無気無声であった古清音と合流している

点にある。

*b- > p- 朋 PAD 21 ［陽平調］ 別 pi:t

*d- > t- ｛東 ti ら 21 ［陽平調］ 頭 tAu21

*g- > k- 奇 ki: 21 ［陽平調］ 枝 ki:24

•<\> > t~－ 厨 t~y: 21 ［陽平調］ 住 t~y: 22 

以下では，「唇舌牙歯喉」の五音分類に基づき，声母の史的対応例を提示す

る。

2. 1. 1 唇音

帯 p 包 pa ：白 52 餅 pt'.)£:u 44 

並 p 牌 pa: 1 21 白 pε ： k 2 

湧 ph 泡 phaii 52 拍 phε ： k 4 

明 m 首 mi ：ら 21 忙 ma:u 21 

微 ロ1，争 聞争 UAll 21 問 ffiAil 22 

霧 mu: 22 

非，敷，奉 <P イ寸 φu: 55, 豊くわ：日 52

房針。。 21 “部屋”
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2.1. 2 舌頭音

端 t 低 tAI 44 I也 ti : 22 

，疋ょー， t 題 tAl 21 第 tAl 22 

透 th 聴 thdε ： u 44 桶 th::>:u 44 

泥，娘 n, Ile 南 na :m 21 女 Ile y: 24 

来 1 老 la ：白 44 J令 1ε ： u 24 

2.1. 3 歯頭音

精 招 t~hiu 52 早 t~a ：白 24

f危 字 t~i : 22 巣 t~a ：白 21

清 t~h 清 t~hdE:U 52 草 t~ha ：白 24

邪 t~， e 寺 t~i : 22 松 8::>:u 52 

J心 。 笑。i:u 22 新 θAll 52 

2.1. 4 舌上音

知 追 t~u: 1 52 朝 t~i ：白 52 “王朝“

澄 厨 （陽平） t~y: 21 竹 t~コ：k 44 

徹 t~h 超 t~hi: u 52 

栓 t~hAn 55 （栓嘘“市場へ行く”）

2.1. 5 歯上音 (II 等）

荘 織 t~di: k 44 荘 t~a: uた 52 “村”
（ま は姓のー）

初 t~h 参 ~Am 52 厨 t~hi: 55 

林 柴 ~a: 1 21 杉 ~a: m 52 “シャツ”

疏 生 ~c:u 21 食 ~di: k 2 

2.1. 6 正歯音（III等）

照 正 t~dε ： u 44 粥 t~：：＞：k 4 
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穿
神
審
鵡

日

2.1. 7 牙

疑

見
群
渓

2.1. 8 喉

暁

匝

影

日食

t~h 春 t~hAn 52 

船 ~i: n 21 

水 ~u:1 44 

時 ~i: 21 

熟 ~J:k 2 
（食物が）よく煮えている，生でない”

尺 t~h；｝ε ： k 44 

舌 ~i: t 2 

叔 ~J:k 4 

Ile 人 Ile All 21 熱 Ilei : t 24 

Iz: 
日

。， Ile 午 uu: 24 

k 幾 ki: 21 

k 橋 kiii 21 

kh,h 刻 khAk 44 

.TI己
日

h 希 hi: 52 

玉 “（宝石の）菊翠”

Ileコ： k 24 

キ艮 kAn 52 

男 kAu 44 

欠 him 55 

虎 hu: 24 

話主a: 22 

思 All 52 

域 ii dε ： k 24 

2. 2 韻母

韻母の対応は，中古音韻韻図の「摂」十六類の分類を基本とし，各摂の

「開・合」および「等呼 (I 等～IV等）」による分類をくわえた枠組により

例を挙げる。

2. 2.1 果摂

関 I

開III

合 I

h,ii 限 ha:n 24 

o, u, 1 飲 fleAm 44 

o, ii' 1 用 i J: u 22 

我 u::>: 24 

茄 kε： 21 または ka 52 

坐 t~u: 24 

合III 靴ぽ 21 “ブーツ”
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2. 2. 2 仮摂

開 II 家 ka: 52 夏 ia: 22 

開III 車 t~he 52 夜 1e 22 

合II 花出： 52 瓜 k由： 52

2. 2. 3 遇摂

合 I 布 pu: 55 五日u: 24 

合III （魚） 猪 t~hy: 52 “豚” 鋸 ky: 55 

合III （虞） 父争u: 44 柱 t~y: 24 

2. 2. 4 蟹 f受

関 I 戴 ta :1 55 菜 t~ha :1 55 

関 II 買 ma:1 24 軽 ha:1 21“〈つ”

関III 世 ~i: 55 誓 ~i: 22 

開IV 米 IDAl 24 弟 tAl 24 

合 I 妹 mu:1 44 外出：i 22 

合II 話回： 55 怪 k白a:1 55 

“変な，見慣れない”

合III 肺 φu:1 55 税 ~u:1 55 

合IV 桂 k山1 55 

2. 2. 5 止摂

開III 皮 pi :21 碑 pAl 52 “看板，

札，プレート”

t也 ti: 22 枝 ki: 44 

思 8i:: 52 一 ni: 22 

合III 脆凶Al 24 致 UAl 44 

飛 φu:1 52 
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噛 t~u:1 44 飛争u:1 52 

2. 2. 6 効摂

開 I 島 ta ：白 44 草 t~ha ：品 44

開 II 包 pa ：白 52 唆 na :ii 24 

関III 橋 ki ：品 21 笑 8i ：白 55

開IV （東 ti ：白 21 料 li ：白 22 

2. 2. 7 流摂

開 I 頭 tAU 21 口 hAi.i 44 

母 moil 24 

開III 富 φu: 55 婦争u: 21 

柳 lAu 24 九 kAU 44 

！妻 li ：白 22 （姓）

2. 2. 8 戚摂

開 I 南 na :m 21 コ ea :m 52 

（軍・談） 塔 ta:p 4 敢 ka: m 44 

“（車などに）乗る” ＊長母音は例外的

関 II 減 ka: m 44 挿 t~ha: p 4 

開III 検 ni:m 22 接 t~i:p 4 

開IV 甜 ti:m 21 “甘い” 添 t’i: m 52 

2. 2. 9 深摂

開皿 心 8Am 52 十 ~Ap 4 

2. 2.10 山摂

開 I 擦 t~ha:t 4 練 la:t 24 

干 （乾） ka: n 52 岸 ua:n 22 

開 II 慢 ma:n 22 八 pa:t 4 

開田 車泉 8i: n 55 熱 Ile:t 24 

開IV 千 t~hi:n 52 結 ki :t 4 
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合 I 短 tu:n 55 活 u:t 2 

合II 関同a: n 52 剖 kiia:t 4 

)|| t~hi: n 52 説 ~i : t 4 

合III （元） 飯的： n 22 機 ma:t 24 

合IV 玄 i: n 21 血 hi :t 4 

2. 2.11 藻摂

開 I キ艮 kAn 52 恩 All 52 

関III 人 Ile An 21 筆 pAt 4 

新 8An 52 必 pi:t 4 

合 I 本 pu: n 44 門 mu: n 21 

困 kUAn 55 卒 t~At 4 

合III （誇） 春 t~hAn 52 律 lAt 24 

合III （文） 分釦\TI 52 運山n 22 

2. 2.12 宕摂

開 I 忙 ma: u 21 各 ka: k 4 

j易 tha:u 52 泊 pok 4 

開III 雨 1ε：u 24 脚 kε：k 4 

香 hε：u 52 薬 iε：k 4 

壮 t~a: u 55 林 ~a ：日 21 “ベッド”

合 I 光 kou 52 郭 kok 4 （姓）

合III 網 m白ou 24 王白ou 21 （姓）

2. 2.13 江摂

開皿 講 ka: u 44 学 ha:k 2 

2. 2.14 曾摂

開 I 増 t~AU 52 黒 hAk 4 

開III 蒸 t~8i:u 52 力 fai: k 24 
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縄 ~8i: u 52 色 ~8i: k 2 

合 I 国 kok 4 或 hok 2 

合III 域山ε：k 2 

2. 2.15 梗摂

開 II 生 jε ： u 52 百 pε：k 4 

開皿 鏡 k8£:u 55 惜 88ε： k 4 

軽 h8ε：u 52 尺 t~h8£:k 4 

開IV 聴 th8ε：u 44 笛 t8ε：k 4 

合II 横山：日 21

合III 柴 u8ε：u 21 万く U8ε：u 24 

2. 2.16 通摂

合 I 東 tコ：u 52 讃 t:>:k 2 

龍 b:u 21 屋コ：： k 4 

合凹 従 t~：＞：u 21 竹 t~コ：k 4 

風くわ：u 52 肉 Ile :>:k 24 
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